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Abstract: In five core sediments obtained from the Tamagawa Lowland, the Alluvium, unconformably overlying the 
Middle to Upper Pleistocene Sagami Group, can be classified into ten sedimentary units. Based on the lithofacies, biofacies 
and paleo-water depth and -elevation estimated form the depositional age and the sea-level curve in the Tokyo Lowland, 
sedimentary environments of the ten sedimentary units can be interpreted as follows: in ascending order, unit 1, braided 
river; unit 2, transgressive fluvial; unit 3, salt marsh; unit 4, tidal channel; unit 5, tidal flat; unit 6, bayhead delta; unit 7, 
transgressive shallow marine; unit 8, prodelta to deltafront; unit 9, floodplain; and unit 10, fluvial channel.
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要旨

　多摩川低地において採取した 5 本のボーリングコ

ア堆積物では，沖積層が，中・上部更新統の相模層群

に不整合に累重しており，10 のユニットに区分され

る．岩相と生物化石相，堆積年代から推定される古水

深・標高の情報にもとづくと，ユニット 1 は網状河川，

ユニット 2 は海進期の河川，ユニット 3 は塩水湿地，

ユニット 4 は潮汐チャネル，ユニット 5 は干潟，ユニッ

ト 6 は湾頭デルタ，ユニット 7 は海進期の浅海，ユニッ

ト 8 はプロデルタ～デルタフロント，ユニット 9 は

氾濫原，ユニット 10 は河川チャネルの堆積環境と解

釈することができる．

1．はじめに

　沿岸域の地質・活断層調査の「東京湾西部の沖積層

アトラス」研究課題では，平成 26 年度に東京湾西部

におけるボーリング柱状図資料の収集とデータベー

スの構築を行い，このデータベースを用いて多摩川

低地における沖積層の岩相と N 値の空間分布を描写

した．平成 26 年度は，これと平行して多摩川低地に

立地する川崎市において，2 本のボーリングコア堆積

物を掘削し，平成 27 年度は，同市において，さらに

3 本のボーリングコア堆積物を掘削した．現時点で，

これら 5 本のコア堆積物の岩相と生物化石相，放射

性炭素年代値の解析結果が，ほぼ出揃ったので，本報

告では，これらのデータを用いた沖積層の堆積環境の

解釈を行う．なお，コア堆積物の珪藻化石については，

現在解析中であり，本報告における堆積環境の解釈は，

岩相と珪藻以外の生物化石相，放射性炭素年代値から

推定した古水深・標高の見積りにもとづく予察的なも

のである．

2．コア地点の概要

　第 1 図に多摩川低地におけるボーリングコア堆積

物の採取位置をしめす．

　GS-KKW-1 は，平成 26 年 11 月に川崎市川崎区桜

本の桜川公園において掘削した．コア長は 60 m で
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あ る． 掘 削 地 点 の 緯 度 経 度 は，N 35˚31΄04.0˝，E 

139˚43΄21.6˝，標高は 0.45 m である．掘削地点は多

摩川低地の氾濫原に位置し，ほぼ干拓前の海岸線に位

置する．GS-KSW-1 は，平成 27 年 9 月に川崎市幸区

都町の南河原公園において掘削した．コア長は 36 m

である．掘削地点の緯度経度は，N 35˚32΄10.3˝，E 

139˚41΄18.9˝，標高は 2.58 m である．掘削地点は多

摩川の旧河道に位置し，干拓前の海岸線から 3.7 km

内陸の地点に位置する．GS-KNH-1 は，平成 26 年 12

月に川崎市中原区木月の木月下町公園において掘削

した．コア長は 27 m である．掘削地点の緯度経度

は，N 35˚33΄31.1˝，E 139˚39΄20.6˝，標高は 5.86 m

である．掘削地点は多摩川低地の自然堤防に位置し，

干拓前の海岸線から 7.5 km 内陸の地点に位置する．

GS-KNH-2 は，平成 27 年 9 月に川崎市中原区下小田

中の下小田中公園において掘削した．コア長は 24 m

である．掘削地点の緯度経度は，N 35˚34΄41.3˝，E 

139˚38΄26.2˝，標高は 9.43 m である．掘削地点は

多摩川低地の氾濫原に位置し，干拓前の海岸線から

10.0 km 内陸の地点に位置する．GS-KNH-3 は，平成

27 年 9 月に川崎市中原区上小田中の上小田中西公園

において掘削した．コア長は 13 m である．掘削地点

の緯度経度は，N 35˚35΄21.3˝，E 139˚37΄51.3˝，標

高は 11.33 m である．掘削地点は多摩川低地の氾濫

原に位置し，干拓前の海岸線から 11.5 km 内陸の地

点に位置する．

3．研究手法

　5 本のコア堆積物はスリーブ内蔵二重管サンプラー

を用いて採取し，その採取率はほぼ 100% である．コ

ア堆積物は半裁し，岩相（粒度，粒子の支持様式，堆

積構造，岩相境界の特徴）と生物化石相（貝化石と生

痕化石の産状と種類，植物根の有無）に着目した記載

第 1 図　多摩川低地における標高分布とボーリングコア堆積物の採取位置．
Fig. 1      Distribution of elevation in the Tamagawa Lowland and locations of sediment cores used in this study.
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を行った．コア堆積物の 4 φよりも粗い粒子の含有率

（含砂率）は，半裁面から 20 cm 間隔で採取した容積

が 7 cc のキューブ試料を用いて，63 µm の篩を用い

た水洗篩分によって測定した．含水率も含砂率と同じ

試料を用いて測定した．5 本のコア堆積物から採取し

た 77 点の貝化石とウニ化石，植物片は，（株）加速

器分析研究所に依頼して，放射性炭素年代値を測定し

た．放射性炭素年代値は，Reimer et al. (2013) のデー

タセットと CALIB ver.7.0.4 (Stuiver et al., 2016) を使

用して，暦年代に較正した．貝化石とウニ化石の暦年

較正の際，Δ R（汎世界的な海洋放射性炭素年代と地

域的な海洋放射性炭素年代の差）（Stuiver and Brazi-

unas, 1993）は 0，海洋炭素は 100% と仮定した．な

お，本報告では “BP”（同位体分別補正年代）と特筆

しない限り，“cal BP”（較正年代）を使用する．

4．岩相と生物化石相

　第 2 図に 5 本のボーリングコア堆積物の柱状図を

しめす．

　5 本のコア堆積物のうち，沖積層の基盤まで到達

しているのは，GS-KKW-1 と GS-KNH-3 である．GS-

KKW-1 で は， 深 度 45.0 ～ 38.9 m に 54.0 ～ 35.7 

kyr BP のスケール・アウトした年代値を含む固結し

た砂泥層が分布する（第 2 図）．この砂泥層は，深度

45.0 ～ 43.8 m において植物根を含む緑色の細粒砂

層，深度 43.8 ～ 42.7 m において茶褐色のローム質

シルト層，深度 42.7 ～ 42.4 m において黒色の泥炭

質シルト層，深度 42.4 ～ 38.9 m において青緑色の

シルト層から構成される．特に青緑色のシルト層から

は，現地性をしめすヤマトシジミや生痕化石が産出す

る．仮にこの砂泥層に不整合がなく，一連に堆積した

とすると，上方深海化をしめす本層相は，その分布標

高と海水準変動曲線との対比にもとづいて，海洋酸素

同位体ステージ（MIS）4 から 3，もしくは MIS3 の

一時的な海水準上昇に伴って形成されたと考えられる

（Siddall et al., 2003）．GS-KNH-3 では，深度 13.0 ～

12.3 m に基質支持礫層，深度 12.3 ～ 10.9 m に植物

根を含む茶褐色のローム質シルト層が分布する（第 2

図）．このローム質シルト層の直上の泥炭質シルト層

からは 8.5 cal kyr BP の年代値が得られており，その

形成過程は，東京低地において埋没段丘礫層の直上に

分布するローム層と類似すると考えられる（遠藤ほか，

1988）．以上から，GS-KKW-1 と GS-KNH-3 における

沖積層の基盤は，いずれも中・上部更新統の相模層群

（町田，2008）に対比される．

　5 本のコア堆積物における沖積層は，11.2 cal kyr 

BP 以降の年代値をしめしており，相模層群に不整合

に累重すると考えられる（第 2 図）．沖積層は，岩相

と生物化石相にもとづいて，10 のユニットに区分さ

れる．また，いずれのコア堆積物においても，地表面

直下に層厚が 2 m 以下の人工土壌が分布する．

　ユニット 1 は，GS-KSW-1 の深度 36.0 ～ 35.7 m，

GS-KNH-1 の深度 27.0 ～ 26.0 m，GS-KNH-2 の深度

24.0 ～ 22.9 m に分布しており，礫層から構成される

（第 2 図）．礫質支持をしめす礫層は，よく円摩され

た中礫を主体とし，基質は中粒～粗粒砂から構成され

る．

　ユニット 2 は，GS-KSW-1 の深度 35.7 ～ 33.1 m，

GS-KNH-2 の深度 22.9 ～ 21.1 m に分布しており，下

部において砂層，上部において砂泥互層から構成され

る（第 2 図）．砂層は，細粒～中粒砂から構成されて

おり，斜交層理やカレント・リップル層理がみられる．

また，GS-KNH-2 の深度 22.5 ～ 22.4 m には中礫混じ

りの粗粒砂層が挟在する．砂泥互層のシルトは細粒砂

にかけて逆グレーディングをしめしており，シルトに

は植物根がみられる．

　ユニット 3 は，GS-KSW-1 の深度 33.1 ～ 26.0 m，

GS-KNH-1 の深度 26.0 ～ 17.7 m，GS-KNH-2 の深度

21.1 ～ 14.7 m に分布しており，シルト層から構成さ

れる（第 2 図）．シルト層には層厚が 10 ～ 40 cm の

極細粒～中粒砂層が挟在し，GS-KNH-1 の深度 20.6

～ 20.5 m には中礫まじりの中粒砂層が挟在する．こ

れらの挟在する砂層には，グレーディングや逆グレー

ディングをしめすものがある．本ユニットには，多く

の植物根と植物片のほか，生痕化石がみられる．

　ユニット 4 は，GS-KKW-1 の深度 38.9 ～ 32.7 m，

GS-KNH-1 の深度 17.7 ～ 8.9 m に分布しており，上

方細粒化する砂泥層から構成される（第 2 図）．砂泥

層は，基底に中礫を伴う細粒～中粒砂層からシルト

層にかけて上方細粒化しており，砂層には，斜交層

理のほか，生痕化石，植物片がみられる．また，GS-

KKW-1 の砂層からは，合弁のヤマトシジミのほか，

マガキ，ウネナシトマヤガイなどの汽水環境をしめす

貝化石が多産する．

　ユニット 5 は，GS-KSW-1 の深度 26.0 ～ 22.0 m
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第 2 図　ボーリングコア堆積物の柱状図．
　　　　 放射性炭素年代値は中央推定値をしめす．
Fig. 2      Columns of core sediments.
               Radiocarbon dates are presented as median probabilities.
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に分布しており，砂泥互層から構成される（第 2 図）．

砂層は生物攪乱を受けた極細粒砂から構成されてお

り，泥層は生痕化石のみられるシルト層から構成され

る．シルト層は植物片を多く含む．

　ユニット 6 は，GS-KNH-2 の深度 14.7 ～ 9.8 m に

分布しており，上方粗粒化する砂層から構成される（第

2 図）．砂層は，細粒砂から粗粒砂にかけて上方粗粒

化しており，粗粒砂には中礫が点在する．本ユニット

の最下部には二方向流をしめすカレント・リップル層

理がみられる．

　ユニット 7 は，GS-KKW-1 の深度 32.7 ～ 17.8 m，

GS-KSW-1 の深度 22.0 ～ 13.6 m に分布しており，上

方細粒化する砂泥層から構成される（第 2 図）．砂泥

層は，細粒砂層からシルト層にかけて上方細粒化して

おり，生物攪乱を強く受けている．本ユニットからは

ウラカガミなどの内湾の生息環境をしめす貝化石が産

第 2 図　続き
Fig. 2     (continued)
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第 2 図　続き
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出する．

　ユニット 8 は，GS-KKW-1 の深度 17.8 ～ 6.2 m，

GS-KSW-1 の深度 13.6 ～ 6.8 m に分布しており，上

方粗粒化する砂泥層から構成される（第 2 図）．砂泥

層は，シルト層から細粒砂層にかけて上方粗粒化して

おり，GS-KKW-1 の深度 8.6 ～ 7.2 m には，マッド・

ドレイプやカレント・リップル層理がみられる．生物

攪乱を受けた本ユニットからは，ウニのほか，マキモ

ノガイやヒメカノコアサリ，ゴイサギガイ，イヨスダ

レなどの内湾の生息環境をしめす貝化石が多産する．

　ユニット 9 は，GS-KNH-2 の深度 9.8 ～ 1.5 m，GS-

KNH-3 の深度 10.9 ～ 1.0 m に分布しており，シルト

層から構成される（第 2 図）．シルト層には，層厚が

10 ～ 60 cm の極細粒砂もしくは細粒砂層が挟在して

おり，細粒砂層には斜交層理がみられる．シルト層に

は，多くの植物根と植物片のほか，部分的に生痕化石

がみられる．本ユニットは，GS-KNH-3 の基底（深度

10.9 ～ 10.4 m）において，泥炭質シルト層から構成

されており，この泥炭質シルト層には，多数の植物根

のほか，中粒砂の粒径をもつスコリアが含まれる．

　ユニット 10 は，GS-KKW-1 の深度 6.2 ～ 1.9 m，

GS-KSW-1 の深度 6.8 ～ 1.4 m，GS-KNH-1 の深度 8.9

～ 1.5 m，GS-KNH-2 の深度 1.5 ～ 0.7 m に分布して

おり，砂層とシルト層もしくは礫層とシルト層から

構成される（第 2 図）．本ユニットは，GS-KKW-1 と

GS-KNH-1 において上方細粒化をしめし，GS-KKW-1

では中粒砂からシルト，GS-KNH-1 では中礫からシル

トにかけて上方細粒化する．砂層には，斜交層理のほ

か，GS-KNH-1 において層厚が 5 cm 以下の植物片密

集層がみられる．礫層は，基質支持をしめし，中粒～

極粗粒砂に中礫が点在する．本ユニットの最上部には

植物根がみられるが，GS-KKW-1 では植物根に加え，

生痕化石もみられる．

5．放射性炭素年代値と古水深・標高

　第 3 図に，スケール・アウトしたものを除く，73

点の放射性炭素年代値の年代・深度分布をしめす．こ

のうち，堆積年代をしめす放射性炭素年代値の年代・

深度分布を直線でむすんだものが堆積曲線となる．

　5 本のコア堆積物の沖積層は，11.2 ～ 1.8 cal kyr 

BP の放射性炭素年代値を含む．このうち，20 点（27%）

第 3 図　堆積曲線と海水準変動曲線．
　　　　青い太線は東京低地における海水準変動曲線（Tanabe et al., 2015）をしめす．
Fig. 3      Sediment accumulation and sea-level curves.
               Thick blue line shows sea-level curve in the Tokyo Lowland (Tanabe et al., 2015).
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おり，砂層とシルト層もしくは礫層とシルト層から

構成される（第 2 図）．本ユニットは，GS-KKW-1 と

GS-KNH-1 において上方細粒化をしめし，GS-KKW-1

では中粒砂からシルト，GS-KNH-1 では中礫からシル

トにかけて上方細粒化する．砂層には，斜交層理のほ

か，GS-KNH-1 において層厚が 5 cm 以下の植物片密

集層がみられる．礫層は，基質支持をしめし，中粒～

極粗粒砂に中礫が点在する．本ユニットの最上部には

植物根がみられるが，GS-KKW-1 では植物根に加え，
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の放射性炭素年代値が下位のものよりも古いもしくは

同じ年代値をしめしており，再堆積をしめす．なかで

も，GS-KKW-1 のユニット 8 から得られた植物片（標

高 -7.8 m，4.0 cal kyr BP）は，堆積曲線による見積

りよりも，約 7 百年古い年代値をしめす（第 3 図）．

　第 3 図には，東京低地における過去 1 万 2 千年間

の海水準変動曲線もしめす．これとコア堆積物の堆積

年代の，ある年代における標高差をとったものが，堆

積面における古水深もしくは古標高をしめす．MIS5e

の海成層の分布高度にもとづくと，多摩川低地は東京

低地と比べて若干隆起傾向にあると考えられる（小池・

町田編，2001）．その一方で，両低地におけるハイ

ドロアイソスタシーの影響は大差ない（Okuno et al., 

2014）．したがって，本報告における古水深・標高の

見積りは，おおよその目安をしめすが，後述するよう

に，多摩川低地における沖積層の堆積環境の解釈は，

東京低地における海水準変動曲線との対比にもとづい

ても，大きくは矛盾しない．

　第 1 表に，5 本のコア堆積物の堆積年代と対応する

古水深・標高をしめす．ユニット 1 と 6 からは，堆

積年代が得られていないので，これらの古水深・標高

は不明である．しかし，第 1 表にもとづくと，1 と 6

以外のユニットにおける古水深・標高の変遷が以下の

ように読み取れる．

　 ユ ニ ッ ト 2 は，GS-KSW-1 と GS-KNH-2 に お い

て，4 ～ 6 m の古標高をしめす．ユニット 3 は，GS-

KSW-1 と GS-KNH-1，GS-KNH-2 において，ほぼ 0 m

の古水深をしめす．ユニット 4 は，GS-KKW-1 と GS-

KNH-1 において，0 ～ 6 m の古標高をしめす．しかし，

ユニット 4 からは現地性の潮間帯の貝化石が産出す

るため，岩相と生物化石相にもとづくと，その古水深

はほぼ 0 m と考えられる．東京低地における海水準

変動曲線との標高差は，テクトニックな影響によって，

多摩川低地のほうが，10 cal kyr BP までに相対的に

隆起した可能性をしめしている（第 3 図）．ユニット

5 は，GS-KSW-1 において，ほぼ 0 m の古水深をしめ

す．ユニット 7 は，GS-KKW-1 と GS-KSW-1 において，

水深 2 m から 16 m へと上方深海化をしめす．ユニッ

ト 8 は，GS-KKW-1 と GS-KSW-1 において，水深 20 

m から 6 m へと上方浅海化をしめす．ユニット 9 は，

GS-KNH-2 と GS-KNH-3 において，水深 2 m から標高

8 m の範囲で，それぞれ上方浅海化もしくは上方深海

化したのちに上方浅海化する．ユニット 9 は，標高 2.7

～ 3.4 m（6.9 ～ 6.5 cal kyr BP）において，ほぼ 0 

m の古水深をしめす．ユニット 10 は，GS-KKW-1 と

GS-KSW-1，GS-KNH-1 において，4 m 以下の水深を

しめしており，GS-KNH-1 では水深 3 m から 0 m に

かけて上方浅海化する．

6．堆積環境の解釈

　5 本のコア堆積物における沖積層の 10 ユニットの

堆積環境は，岩相と生物化石相，堆積年代から推定さ

れる古水深・標高によって，以下のように解釈するこ

とができる（第 2 図）．

　ユニット 1 は，基質支持の礫層から構成され，沖

積層の基底にみられる，いわゆる沖積層基底礫層（井

関，1975）に対比される．このような礫層は一般に

網状河川において堆積したと考えられる（Tanabe et 

al., 2015）．

　ユニット 2 は，中粒砂以上の粒径をもつ砂層，そ

して逆グレーディングのみられる砂泥互層から構成さ

れる．中粒砂以上の粒径をもつ砕屑物は，一般に掃流

によって河川チャネルなどで堆積し，逆グレーディ

ングは氾濫原の示相となる堆積構造である（伊勢屋，

1982）．また，本ユニットからは，いずれも後氷期の

海水準上昇期の堆積年代が得られており，これらの

堆積年代は 4 ～ 6 m の古標高をしめす．したがって，

本ユニットは，海進期の河川環境と解釈することがで

きる．

　ユニット 3 は，植物根と生痕化石のみられるシル

ト層から構成され，堆積年代は，ほぼ 0 m の古水深

をしめす．一般的に植物根は中等潮位よりも上位に分

布し，生痕化石は沿岸河口域では海水もしくは汽水の

影響をしめす（La Croix et al., 2015）．したがって，

本ユニットは，塩水湿地のような堆積環境と解釈する

ことができる．

　ユニット 4 は，上方細粒化する砂礫層から構成さ

れ，砂層は中粒砂以上の粒径をもつ砕屑物を主体とす

る．また，本ユニットからは，現地性の潮間帯の貝化

石が産出する．このような層相の堆積環境としては，

掃流の影響した河川チャネルの埋積によって上方細粒

化し，潮間帯に位置する，潮汐チャネルのような環境

と解釈することができる（Miall, 1992）．

　ユニット 5 は，生痕化石のみられる砂泥互層から

構成され，堆積年代は，3 ～ 0 m の古水深をしめす．
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第 1 表　堆積年代と対応する古水深・標高．
Table 1    Depositional ages and their corresponding paleo-water depths and -elevations.
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本ユニットでは，明瞭な上方細粒化傾向がみられない

ことから，潮汐チャネルではなく，干潟のような環境

によって堆積したと考えられる．

　ユニット 6 は，上方粗粒化する砂礫層から構成さ

れる．本ユニットのみられる GS-KNH-2 では，下位

のユニットから本ユニットにかけて，上方深海化を

しめしており，GS-KNH-2 は現在の海岸線よりも 10 

km 内陸のデルタの発生地点付近に位置する（海津，

1977；松島編，1987）．したがって，本ユニットは，

海進期の湾頭デルタのような堆積環境と解釈すること

ができる．

　ユニット 7 は，上方細粒化する砂泥層から構成さ

れており，内湾の貝化石が産出する．また，本ユニッ

トの堆積年代から推定される古水深は，2 m から 16 

m にかけた上方深海化をしめす．したがって，本ユ

ニットは海進期の浅海環境において堆積したと考えら

れる．

　ユニット 8 は，上方粗粒化する砂泥層から構成さ

れており，内湾の貝化石が多産する．また，本ユニッ

トの堆積年代の古水深は，20 m から 6 m にかけた上

方浅海化をしめす．このような層相の堆積環境として

は，デルタのような海岸線の前進によって浅海化する

環境を推定することができる．一般に，プロデルタは

泥層，デルタフロントは砂層を指すため（Bhattacha-

rya, 1992），砂泥層から構成される本ユニットの堆積

環境は，プロデルタ～デルタフロントと解釈できる．

　ユニット 9 は，植物根と生痕化石のみられるシル

ト層から構成されており，堆積年代は水深 2 m から

標高 8 m をしめす．したがって，本ユニットでは，

塩水湿地のような海岸に近い環境と陸上の氾濫原の環

境が混在していた可能性が高い．珪藻化石の群集解析

によって，本ユニットはさらに細分できる可能性があ

る．

　ユニット 10 は，上方細粒化する砂礫層から構成さ

れており，砂層は中粒砂以上の粒径をもつ砕屑物を主

体とする．また，堆積年代のしめす古水深は，3 m か

ら 0 m にかけた上方浅海化をしめす．このような層

相は，掃流の影響した河川チャネルの埋積によって形

成される（Miall, 1992）．なお，GS-KKW-1 の本ユニッ

ト最上部の生痕化石は，海水もしくは汽水の影響をし

めし（La Croix et al., 2015），その下位の砂層は，汽

水の影響した分流河道のような環境において堆積した

可能性がある．
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